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東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
「
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
・
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
は
一
〇
月
四
日
、
二
〇
〇
八
年
の
発

足
以
来
四
回
目
と
な
る
成
果
報
告
会
を
開
催

し
た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
日
本
に
お
け
る
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
・
研
究
拠

点
の
形
成
を
め
ざ
し
、
参
加
企
業
（
現
在
一

一
社
）
と
の
情
報
交
流
や
モ
デ
ル
事
業
、
政

策
提
言
等
を
行
う
も
の
。
報
告
会
で
は
、「
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
支
援
の
新
次
元
」

と
題
し
、
企
業
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
が
直
面
す
る
、
女
性
の
活
躍
の
場
の
拡

大
や
、
仕
事
と
介
護
の
両
立
と
い
っ
た
新
た

な
課
題
を
め
ぐ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
企

業
と
の
共
同
研
究
の
成
果
な
ど
を
披
露
し
た
。

　

ま
た
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
近
の
成
果

の
一
つ
と
し
て
、
六
月
一
八
日
に
と
り
ま
と

め
た
「
従
業
員
の
仕
事
と
介
護
の
両
立
の
た

め
に
企
業
に
求
め
ら
れ
る
取
り
組
み
」（
提

言
）
も（
注
）
紹
介
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
佐

藤
博
樹
・
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
教
授

（
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
教
授
）
の
報

告
資
料
を
も
と
に
、
同
提
言
の
概
要
を
抜
粋

し
て
紹
介
す
る
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

団
塊
世
代
が
七
〇
歳
に
到
達
し
始
め
る
二

〇
一
七
年
問
題
が
五
年
先
に
迫
っ
て
い
る
。

仕
事
と
介
護
の
両
立
が
困
難
だ
と
、
管
理
職

を
含
む
中
核
人
材
の
仕
事
の
意
欲
の
低
下
、

ひ
い
て
は
離
職
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

企
業
に
と
っ
て
、
そ
の
対
応
方
策
は
充
分
だ

ろ
う
か
。
佐
藤
教
授
が
中
心
と
な
っ
て
ま
と

め
た
同
提
言
は
、
仕
事
と
介
護
の
両
立
が
そ

も
そ
も
企
業
に
と
っ
て
ど
れ
く
ら
い
深
刻
な

問
題
な
の
か
、
ま
た
、
企
業
は
社
員
の
仕
事

と
介
護
の
両
立
を
ど
の
よ
う
に
支
援
す
べ
き

か
と
い
っ
た
、
喫
緊
の
テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ

て
い
る
。

仕
事
と
介
護
の
両
立
問
題
は
、
企
業
に

ど
れ
ほ
ど
の
影
響
を
も
た
ら
す
か

　

仕
事
と
介
護
の
両
立
問
題
は
、
企
業
に
と

っ
て
そ
も
そ
も
、
ど
れ
ほ
ど
の
影
響
が
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
現
状
、「
介
護
休
業
の
取
得
者

数
は
限
ら
れ
、
人
事
部
に
寄
せ
ら
れ
る
介
護

に
係
わ
る
相
談
や
問
い
合
わ
せ
も
多
く
な
い
。

本
当
に
深
刻
な
問
題
な
の
だ
ろ
う
か
」
と
い

う
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
あ
る
。
だ
が
佐

藤
教
授
は
、「
介
護
休
業
の
取
得
者
数
の
み
で

は
社
員
が
直
面
し
て
い
る
介
護
の
実
態
を
的

確
に
把
握
で
き
な
い
。
デ
ー
タ
を
見
る
と
異

な
る
事
態
が
浮
か
び
上
が
る
」
と
指
摘
す
る
。

　

提
言
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、「
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
・
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
参
加
企
業
の
う
ち
六
社
の
協
力
を
得

て
、
主
に
四
〇
歳
以
上
の
社
員
を
対
象
に
個

人
調
査
を
実
施
し
、
二
〇
九
九
人
の
有
効
デ

ー
タ
を
分
析
し
て
い
る
（
加
え
て
中
小
企
業

調
査
も
行
っ
て
い
る
が
本
稿
で
は
割
愛
す

る
）。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
調
査
時
点
で
親
な
ど
の

介
護
に
関
わ
っ
て
い
る
社
員
は
一
三
・
九
％
。

男
女
別
で
は
、
男
性
（
一
二
・
三
％
）
よ
り

女
性
（
一
六
・
七
％
）
に
多
く
な
っ
て
い
る
。

年
齢
別
に
み
る
と
、
三
〇
歳
台
ま
で
の
層
で

現
在
、
介
護
を
し
て
い
る
男
性
は
皆
無
だ
が
、

女
性
で
は
一
二
・
九
％
。
四
〇
歳
台
に
な
る

と
、
男
性
で
も
八
・
八
％
お
り
、
女
性
は
一

二
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。
五
〇
歳
台
に
入

る
と
、
男
性
で
も
一
八
・
二
％
を
数
え
、
女

性
で
は
約
四
人
に
一
人
（
二
四
・
四
％
）
に

の
ぼ
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
後
五
年
間
に
限
定
し
て
、
介
護

に
関
わ
る
可
能
性
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、「
可

能
性
が
か
な
り
高
い
」
と
し
た
割
合
が
全
体

で
約
三
割
（
二
九
・
三
％
）
に
の
ぼ
り
、
男

女
別
に
は
男
性
で
約
四
人
に
一
人
（
二
五
・

五
％
）、女
性
で
は
三
人
に
一
人
以
上（
三
六
・

〇
％
）と
な
っ
た
。「
可
能
性
が
か
な
り
高
い
」

に
「
可
能
性
が
少
し
あ
る
」
を
加
え
る
と
男

女
と
も
八
割
を
超
え
（
男
性
八
〇
・
九
％
、

女
性
八
五
・
八
％
）、
全
体
計
で
は
八
二
・

七
％
に
も
の
ぼ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　

調
査
時
点
で
介
護
に
関
わ
っ
て
い
る
社
員

比
率
は
限
ら
れ
る
が
、
介
護
は
必
要
な
期
間

が
予
測
し
難
い
う
え
、
長
期
に
わ
た
る
こ
と

も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
既
婚
者
な
ら
義
理

の
親
を
含
め
て
、
対
象
が
一
人
と
は
限
ら
な

い
課
題
も
あ
る
。
佐
藤
教
授
は
、「
仕
事
と
介

護
の
両
立
は
、
四
〇
歳
台
後
半
に
な
る
と
直

面
す
る
社
員
が
出
現
し
、
五
〇
歳
台
に
な
る

と
ほ
ぼ
す
べ
て
の
社
員
が
定
年
ま
で
に
直
面

す
る
課
題
」
だ
と
し
、
ま
た
、「
男
女
共
通
の

課
題
で
あ
る
と
同
時
に
当
該
層
は
企
業
経
営

を
担
う
中
核
人
材
か
つ
役
職
者
を
含
め
た
管

理
職
の
課
題
」
で
あ
る
と
、
そ
の
波
紋
の
大

き
さ
を
強
調
す
る
。

社
員
の
介
護
ニ
ー
ズ
は
な
ぜ 

顕
在
化
し
な
い
の
か

　

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
社
員
の
介
護
ニ
ー
ズ
は

顕
在
化
し
な
い
の
だ
ろ
う
。
調
査
は
こ
の
点

に
も
踏
み
込
ん
で
い
る
。
現
在
、
介
護
を
し

て
い
る
人
が
勤
務
先
の
上
司
や
同
僚
な
ど
に

介
護
に
関
し
て
話
し
た
り
相
談
し
た
り
し
て

い
る
か
尋
ね
る
と
（
複
数
回
答
）、「
同
じ
職

場
の
上
司
に
」
相
談
し
て
い
る
が
半
数
を
超

え
た
（
五
六
・
二
％
）。
ま
た
、「
同
じ
職
場

の
同
僚
に
」
が
四
三
・
二
％
あ
り
、「
同
じ
職

場
の
部
下
に
」
が
一
七
・
五
％
、「
同
じ
勤
務

先
だ
が
別
の
職
場
の
先
輩
等
に
」
が
二
四
・

社員の仕事と介護の両立を 
どのように支援すべきか

―東大社研のＷＬＢ推進・研究P報告会から
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〇
％
な
ど
と
な
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
は
、

「
勤
務
先
で
話
し
た
り
相
談
し
て
い
る
人
は

い
な
い
」
と
し
た
割
合
も
全
体
で
三
一
・
二

％
と
三
割
を
超
え
、
男
女
別
に
は
男
性
で
三

八
・
八
％
、
女
性
で
二
一
・
三
％
に
の
ぼ
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
先
般
の
質
問
で
今
後
五
年
間
に
介

護
に
直
面
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
た
回
答

者
に
、
介
護
に
直
面
し
た
と
し
て
、
そ
の
こ

と
を
勤
務
先
の
上
司
や
同
僚
に
話
し
た
り
、

相
談
す
る
こ
と
が
で
き
る
雰
囲
気
が
あ
る
か

尋
ね
る
と
、「
あ
る
」
が
五
五
・
五
％
と
半
数

を
占
め
た
も
の
の
、
一
方
で
は
「
な
い
」
が

九
・
一
％
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が
三

五
・
四
％
と
な
っ
た
。
男
女
別
に
み
る
と
、

男
性
で
は
「
あ
る
」
が
五
八
・
六
％
に
対
し
、

「
な
い
」
が
八
・
六
％
で
「
ど
ち
ら
と
も
言

え
な
い
」
が
三
二
・
八
％
。
女
性
で
は
「
あ

る
」
が
五
〇
・
四
％
に
対
し
、「
な
い
」
が
一

〇
・
〇
％
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が
三

九
・
六
％
だ
っ
た
。

　

佐
藤
教
授
は
、「
介
護
の
問
題
は
社
員
本
人

が
会
社
や
上
司
に
そ
の
こ
と
を
伝
え
な
い
と

支
援
を
行
う
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
社
員
が

相
談
し
や
す
い
仕
組
み
の
整
備
や
日
頃
か
ら

風
通
し
の
良
い
職
場
風
土
作
り
が
不
可
欠
」

と
し
、
社
員
が
人
事
等
に
気
楽
に
相
談
で
き

る
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
社
内
の
相
談
先

の
社
員
へ
の
浸
透
や
管
理
職
に
対
す
る
意
識

啓
発
、（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
に
よ
る
）
管
理

職
と
部
下
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
重
要
性
な
ど
を
あ
げ
る
。
ま
た
、
潜
在
化

し
て
い
る
社
員
の
介
護
課
題
を
把
握
す
る
た

め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
り
、
労

働
組
合
と
連
携
し
て
ニ
ー
ズ
を
聞
き
取
る
と

い
っ
た
、
積
極
的
な
実
態
把
握
の
取
り
組
み

が
有
効
と
す
る
。

社
員
の
将
来
介
護
不
安
と 

ど
う
向
き
合
う
か

　

こ
う
し
た
中
で
現
状
、
社
員
の
多
く
は
将

来
の
介
護
と
仕
事
の
両
立
に
関
し
て
不
安
を

募
ら
せ
て
い
る
。
今
後
五
年
の
う
ち
に
介
護

の
課
題
に
直
面
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
た

回
答
者
に
、
将
来
の
介
護
に
対
す
る
不
安
の

有
無
を
尋
ね
る
と
、
全
体
計
で
は
「
非
常
に

不
安
を
感
じ
る
」
が
三
四
・
六
％
、「
不
安
を

感
じ
る
」
が
三
五
・
八
％
で
、「
少
し
不
安
を

感
じ
る
」（
二
七
・
一
％
）
を
合
わ
せ
る
と
九

七
・
五
％
、
よ
り
強
い
不
安
の
前
二
つ
の
み

で
も
七
〇
・
四
％
に
の
ぼ
っ
た
。
こ
う
し
た

不
安
は
、男
性
（「
非
常
に
不
安
を
感
じ
る
」

二
八
・
二
％
）
よ
り
も
、
女
性
（
同
四
五
・

三
％
）
の
方
が
強
く
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、

男
女
と
も
「
配
偶
者
な
し
」
の
単
身
者
で
よ

り
、そ
の
比
率
は
高
く
な
っ
て
い
る
（
図
１
）。

　

そ
の
う
え
で
、
介
護
に
関
す
る
不
安
の
内

容
を
み
る
と
（
複
数
回
答
）、全
体
で
は
「
介

護
が
い
つ
ま
で
続
く
か
分
か
ら
ず
、
将
来
の

見
通
し
を
立
て
に
く
い
こ
と
」
が
五
〇
・
〇

％
で
も
っ
と
も
多
い
。
次
い
で
、「
適
切
な
介

護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
分
か

ら
な
い
こ
と
」（
四
三
・
五
％
）、「
公
的
介
護

保
険
制
度
の
仕
組
み
が
分
か
ら
な
い
こ
と
」

（
三
九
・
一
％
）、「
仕
事
を
辞
め
ず
に
介
護

と
仕
事
を
両
立
す
る
た
め
の
仕
組
み
が
分
か

ら
な
い
こ
と
」（
二
九
・
九
％
）、「
介
護
休
業

な
ど
を
職
場
で
取
得
し
て
仕
事
を
し
て
い
る

人
が
い
な
い
こ
と
」（
二
七
・
三
％
）
―
―
な

ど
と
続
い
て
い
る
（
図
２
）。

図１　性別・配偶者の有無別　将来の介護に対する不安

図２　性別　将来の介護に対する不安の内容
（複数回答,　介護の可能性があると回答した人について）
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介護がいつまで続くか分からず、
将来の見通しを立てにくいこと

他に介護を分担してくれる
家族がいないこと

適切な介護サービスが
受けられるかどうか分からないこと

地域での介護に関する相談先が
分からないこと

勤務先や職場に、介護に関して相談する
部署や担当者がいないこと

自分が介護休業を取得すると
収入が減ること

そもそも労働時間が長いこと

介護と仕事を両立すると
昇進・昇格に影響が出る可能性があること

仕事を辞めずに介護と仕事を両立するための
仕組みが分からないこと

代替要員がおらず、
介護のために仕事を休めないこと

介護休業などを職場で取得して
仕事をしている人がいないこと

勤務先に介護に係わる制度はあっても、
利用しにくい雰囲気があること

介護と仕事を両立する際に
上司の理解が得られないこと

勤務先の介護に係わる支援制度がない
もしくは分からないこと

公的介護保険制度の仕組みが
分からないこと

％
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男性計(n=1,340)
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資料出所：東京大学社会科学研究所ワーク・ライフ・バランス推進・研究プロジェクト ｢従業員の仕事と
介護の両立のために企業に求められる取り組み（提言）｣に掲載されている表を基にグラフ化

資料出所：東京大学社会科学研究所ワーク・ライフ・バランス推進・研究プロジェクト ｢従業員の仕事と
介護の両立のために企業に求められる取り組み（提言）｣より引用
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さ
ら
に
提
言
で
は
、
介
護
に
強
い
不
安
を

抱
い
て
い
る
女
性
は
男
性
に
比
べ
て
「
介
護

休
業
な
ど
を
職
場
で
取
得
し
て
仕
事
を
し
て

い
る
人
が
い
な
い
こ
と
」（
男
性
で
二
一
・
三

％
に
対
し
女
性
で
は
三
七
・
九
％
）
や
、「
仕

事
を
辞
め
ず
に
介
護
と
仕
事
を
両
立
す
る
た

め
の
仕
組
み
が
分
か
ら
な
い
こ
と
」（
男
性
二

六
・
九
％
、
女
性
三
五
・
二
％
）、「
他
に
介

護
を
分
担
し
て
く
れ
る
家
族
が
い
な
い
こ

と
」（
男
性
一
五
・
七
％
、
女
性
二
六
・
五
％
）、

「
勤
務
先
に
介
護
に
係
わ
る
制
度
は
あ
っ
て

も
利
用
し
に
く
い
雰
囲
気
が
あ
る
こ
と
」（
男

性
一
四
・
六
％
、
女
性
二
五
・
六
％
）
な
ど

の
指
摘
率
が
高
く
、
仕
事
と
介
護
を
い
か
に

両
立
さ
せ
仕
事
を
継
続
す
る
か
に
関
わ
る
不

安
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
点
に
留
意
が

必
要
と
強
調
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
結
果
、
今
後
五
年
間
に
介
護
の

可
能
性
が
あ
る
と
し
た
回
答
者
に
将
来
、
介

護
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
の
継
続
就
業
の

可
能
性
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、
全
体
で
は
三

分
の
一
超
（
三
五
・
一
％
）
が
「
続
け
ら
れ

る
と
思
う
」
と
回
答
し
て
い
る
反
面
、「
続
け

ら
れ
な
い
と
思
う
」
が
二
三
・
六
％
、「
分
か

ら
な
い
」
が
四
一
・
四
％
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

と
り
わ
け
男
女
別
に
み
る
と
、男
性
で
は「
続

け
ら
れ
る
と
思
う
」
が
四
〇
・
三
％
、「
続
け

ら
れ
な
い
と
思
う
」
が
二
三
・
六
％
、「
分
か

ら
な
い
」
が
三
六
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
の

に
対
し
、女
性
で
は「
続
け
ら
れ
る
と
思
う
」

が
二
六
・
四
％
に
と
ど
ま
り
、「
続
け
ら
れ
な

い
と
思
う
」
が
二
三
・
五
％
で
、「
分
か
ら
な

い
」
が
五
〇
・
一
％
と
半
数
を
占
め
て
い
る
。

　

佐
藤
教
授
は
、
仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援

で
は
「
要
す
る
期
間
が
長
く
、
か
つ
そ
の
予

測
も
難
し
い
。
連
続
す
る
休
業
の
み
で
は
対

応
が
難
し
い
た
め
、
多
様
な
働
き
方
を
整
備

す
る
」
こ
と
が
重
要
と
指
摘
す
る
。

企
業
は
社
員
の
仕
事
と
介
護
の
両

立
を
ど
の
よ
う
に
支
援
す
べ
き
か

　

こ
う
し
た
実
態
を
踏
ま
え
、
企
業
は
社
員

の
仕
事
と
介
護
の
両
立
を
ど
の
よ
う
に
支
援

す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
佐
藤
教
授
は
「
社

員
が
自
分
一
人
で
介
護
の
課
題
を
抱
え
込
ま

な
い
よ
う
、
社
会
的
資
源
や
社
内
資
源
を
組

み
合
わ
せ
、
介
護
と
仕
事
の
両
立
を
可
能
と

す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
、
介
護
の
課
題

に
実
際
に
直
面
す
る
前
に
提
供
す
る
こ
と
」

が
重
要
と
指
摘
す
る
。

　

で
は
、
社
員
に
伝
え
る
べ
き
情
報
と
は
何

か
。
佐
藤
教
授
は
基
本
的
な
情
報
と
し
て
、

①
介
護
の
課
題
に
直
面
し
た
ら
、
一
人
で
解

決
し
よ
う
と
せ
ず
、
ま
ず
は
上
司
や
人
事
等

に
相
談
す
る
こ
と
②
介
護
の
課
題
は
突
然
直

面
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
親
が
七
五
歳

を
超
え
る
頃
か
ら
観
察
す
る
な
ど
事
前
に
状

態
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
③
休
業
取
得
は
緊

急
対
応
の
た
め
で
あ
り
、
仕
事
と
介
護
の
両

立
を
実
現
し
て
就
業
継
続
す
る
こ
と
を
最
優

先
す
べ
き
こ
と
―
―
な
ど
を
あ
げ
る
。

　

中
で
も
、
介
護
休
業
制
度
に
つ
い
て
は
、

正
し
い
理
解
の
浸
透
が
重
要
だ
と
強
調
す
る
。

「
い
つ
終
わ
る
か
分
か
ら
な
い
介
護
に
対
し

て
、
介
護
休
業
は
短
す
ぎ
る
」
と
の
声
も
あ

る
。
こ
う
し
た
誤
解
に
対
し
て
佐
藤
教
授
は
、

「
介
護
休
業
は
緊
急
対
応
の
た
め
の
介
護
を

担
う
と
同
時
に
、
仕
事
と
介
護
の
両
立
の
た

め
の
準
備
―
―
例
え
ば
社
内
の
仕
事
と
介
護

の
両
立
支
援
策
の
確
認
や
介
護
認
定
の
申
請
、

介
護
施
設
の
見
学
な
ど
を
行
う
た
め
の
期
間

で
あ
る
こ
と
を
社
員
に
充
分
説
明
し
な
い
と
、

社
員
が
介
護
休
業
を
取
得
し
な
が
ら
自
分
一

人
で
介
護
を
続
け
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な

い
」
と
注
意
喚
起
す
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
社
員
に
情
報
提
供
す
る
ポ

イ
ン
ト
は
「
四
〇
歳
」
と
「
五
〇
歳
」、
そ

し
て
社
員
の
親
が
「
六
五
歳
」
に
な
る
タ
イ

ミ
ン
グ
だ
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
で
提
供

す
べ
き
内
容
を
次
の
よ
う
に
あ
げ
る
。

　

四
〇
歳
（
介
護
保
険
制
度
の
被
保
険
者
と

な
る
時
点
）
に
な
っ
た
全
社
員
に
対
し
て
は
、

「
介
護
保
険
制
度
の
趣
旨
」（
概
要
の
み
で
良

い
）
や
「
介
護
と
仕
事
の
両
立
支
援
に
関
す

る
自
社
の
制
度
（
介
護
休
業
、
短
時
間
勤
務
、

介
護
の
た
め
の
休
暇
な
ど
）」
に
つ
い
て
一

通
り
説
明
し
、「
介
護
の
課
題
を
抱
え
た
ら
自

分
だ
け
で
解
決
し
よ
う
と
せ
ず
、
人
事
等
に

相
談
し
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
」
必
要
が

あ
る
と
す
る
。

　

実
際
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
調
査
で
、

今
後
五
年
間
に
介
護
の
課
題
に
直
面
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
し
た
回
答
者
に
勤
務
先
の
介

護
支
援
制
度
の
認
知
度
を
尋
ね
る
と
、「
ど
の

よ
う
な
制
度
が
あ
る
か
は
知
っ
て
お
り
内
容

も
お
お
よ
そ
分
か
る
」
は
一
八
・
八
％
に
と

ど
ま
り
、「
制
度
が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る

が
内
容
は
分
か
ら
な
い
」
が
五
六
・
六
％
と

半
数
超
で
、「
制
度
が
あ
る
か
ど
う
か
知
ら
な

い
」
が
二
四
・
二
％
、「
制
度
は
な
い
」
が
〇
・

三
％
と
な
っ
て
い
る
。
役
職
別
に
み
る
と
、

認
知
度
は
一
般
社
員
（
内
容
ま
で
二
三
・
八

％
、
制
度
が
あ
る
こ
と
の
み
六
一
・
九
％
）

で
高
く
、
課
長
以
上
に
な
る
と
内
容
ま
で
理

解
し
て
い
る
割
合
は
二
割
未
満
（
一
六
・
四

％
）
で
し
か
な
く
、
制
度
の
有
無
さ
え
覚
束

な
い
割
合
が
三
割
弱
（
二
八
・
七
％
）
と
な

っ
て
い
る
。

　

一
方
、
五
〇
歳
（
こ
こ
か
ら
定
年
退
職
ま

で
は
仕
事
と
介
護
の
両
立
が
キ
ャ
リ
ア
の
基

本
と
な
る
時
期
）
に
な
っ
た
社
員
に
対
し
て

は
、
四
〇
歳
時
点
の
情
報
提
供
内
容
を
踏
襲

し
つ
つ
、
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
や
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
等
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
説
明
の
場
に
選

ぶ
な
ど
工
夫
し
な
が
ら
、「
五
〇
歳
台
に
な
る

と
誰
も
が
親
の
介
護
に
直
面
す
る
こ
と
」
や

「
子
育
て
は
社
員
自
身
の
選
択
に
依
る
も
の

だ
が
、
介
護
は
選
択
に
依
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
」
な
ど
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
。

　

さ
ら
に
、
親
が
六
五
歳
（
親
に
介
護
保
険

被
保
険
者
証
が
届
く
時
点
）
に
な
っ
た
社
員

に
対
し
て
は
、
親
と
話
し
合
う
た
め
に
必
要

な
材
料
と
し
て
、
親
の
生
活
状
態
（
日
常
生

活
、
経
済
状
態
、
交
友
関
係
等
）、
健
康
状

態
（
病
名
、
服
用
薬
、
通
院
先
等
）、
要
介

護
に
な
っ
た
場
合
の
本
人
の
希
望
（
介
護
の

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
等
）、
介
護
保
険
制
度
の
理

解
の
確
認
（
必
要
が
あ
れ
ば
介
護
認
定
や
住

宅
改
修
な
ど
早
め
の
対
応
）
―
―
な
ど
を
チ

ェ
ッ
ク
で
き
る
リ
ス
ト
や
、
本
人
の
兄
弟
姉

妹
や
配
偶
者
と
の
情
報
共
有
も
行
う
よ
う
、

説
明
す
る
必
要
が
あ
る
（
同
様
の
取
り
組
み

を
毎
年
行
う
。
と
り
わ
け
親
が
七
五
歳
以
降

で
よ
り
重
要
）。

　

こ
の
ほ
か
、
仕
事
と
介
護
の
両
立
に
向
け

て
企
業
が
留
意
す
べ
き
点
と
し
て
、
佐
藤
教

授
は
「
介
護
の
必
要
性
は
多
様
で
複
雑
（
遠

距
離
介
護
、
認
知
症
対
応
、
要
介
護
状
態
で

な
く
て
も
見
守
り
が
必
要
等
）
な
た
め
、
専

門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
社
員
に
提
供

で
き
る
よ
う
、
社
外
の
専
門
組
織
と
連
携
す

る
」
必
要
性
な
ど
を
あ
げ
た
。

（
調
査
・
解
析
部　

渡
辺
木
綿
子
）

（
注
）　

報
告
書
はhttp://w

lb.iss.u-tokyo.ac.jp/
survey_results_j.htm

l

を
参
照
。


